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デジタル地球儀(Digital Globe)

Google Earth: 最もシェアの高いクライアント

Live Search: マイクロソフトが追随するべく昨年参入

World Wind: NASAの提供するオープンソースクライアント

Arc GIS Explorer: 古参GISベンダーのクライアント



Google Earth を使って
各種GISデータを紹介



Web GIS サーバ
Google Maps, Yahoo Maps

インターネットビジネスでの地図サービス
電子国土Web

国土地理院の地図サービス
Map Server

自分のマシンでサーバを構築できるFree Ware



各ソフトウェアの役割

デジタル地球儀
データの閲覧

Web GIS

データの公開・共有
GIS ソフトウェア
データの入力・変換・解析



高知県の取組み状況
GISモデル実証実験(H12～14)

データの流通
高知県GIS推進WG(H14～15)

GISデータハウス構想
高知県共有型GISの運用開始(H15)

高知県と市町村が連携した取組み
H17運用停止．．．．



GISデータハウス構想
自治体の持つ地理情報を一括管理・更新
データ提供をビジネスモデルとした組織
県下統一仕様の基図を提供

1市町村あたり100～200万円／年

自治体の理解が得られず失敗！



GISデータのフォーマット
地理情報標準，G-XML
KML, Shape File, DXF

メタデータの整備
データの仕様
更新履歴
測地系，座標系

GISデータ共有のために



測地系と座標系
測地系
ベッセル楕円体
WGS84 ，測地成果2000（GRS80）

座標系
緯度経度座標系，UTM座標系
平面直角座標系



GISの普及に向けて
GIS構築には膨大な費用を必要とする？
予算に合わせて構築できるはず

データの整備・更新も予算次第．ベクトル基図は必要？

業務の効率化は本当に図れるのか？
職員の情報に対する意識と技術次第．

他の課室での利用を念頭に置いたデータベースの設計を

GISを用いた住民（消費者）サービスを



自治体の現状
財政状況の悪化
アウトソーシングを積極的に導入
技術者の必要性さえ問われている

アウトソーシングは本当に経費節減？
技術力を自治体内に復活させて財政再建！



高知工科大学の取り組み

効率よいデータ入力手法の開発とデータ整備
Web GISの活用
画像処理技術の活用
衛星データの活用

KUTデータハウス構想
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GPSカメラによる
画像データベース





画像処理手法を用いて
利便性の高いGISデータに変換







PRISM

AVNIR

PALSAR

2.5m Reso., 3D Measurement by 3 Lines Sensor

10m Reso. Multi Spectral Sensor

10m，Reso., Active Microwave Sensor

陸域観測衛星　だいち
Advanced Land Observation Satellite

Launched on 24 Jan. 2006
Japan Aerospace Exploration Agency



三次元計測結果

Calculated Surface ModelNadir Image



KUTデータハウスの目標
自治体データの保存場所に活用して頂く
データの有効活用により自治体でのGIS活用促進につなげる

地域の情報ライブラリを目指す
例えば，防災・防犯マップづくりのために

GISマニアを育てる

軌道に乗れば，他機関に運営を委託



Web GISの役割分担
行政 Web GIS

大学 Web GIS GISベンダー

高度セキュリティ技術＋
統合型GIS

住民

情報提供 コンテンツ

技術協力

データ共有

データ公開 情報提供

データ公開



取り組むべき課題
公共団体：　新技術への理解
技術職の職員に本来の働きをしてもらう

情報やGIS技術を持った職員を育成

民間企業：　高度技術の提供
多様な技術シーズを融合させたサービスを提供

工学系大学：　人材育成
基礎力を重視した人材育成



おわりに
GIS技術者を育成することが急務
技術者がいれば柔軟なシステムが可能
アウトソーシングも不要？

データ整備・管理にポリシーを持つ
GISデータは多方面への活用が期待

豊富で信頼できるデータ整備こそが重要


